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はじめに 
岩手県立大学盛岡短期大部教務委員会で平成 26 年度に
おこなった FD 活動について報告する。 
活動は主に以下の 2 つであった。 
1. 学外から講師を招き、盛岡短期大学部で講演会開催。 
2. 教務委員による他大学 FD 活動の視察報告 
以下に詳細を報告する。 
 
1㻌 学外非常勤講師による講演会開催㻌
 平成 26年度のFD講演会は以下のようにおこなわれた。 
日時：平成 26 年 12 月 10 日 14：40-16：10 
講師：宮城教育大学教職員大学院教授 村松隆先生 
講演題目「学生の資質向上に向けた大学教員のプロジェ
クト研究開発の取り組み」 
 
 かつて大学は自分の専門力を背景に学問を行う自覚と
態度をもった自由な研究をおこなうところと思われてい
たが、現在は忙しくゆとりを持てないと感じている教員
が少なくない。現在国立大学は、法人化の特徴を活かし
た改革、存在感ある大学づくりという改革プランをおこ
なっている。大学のミッションや学生の教育のありかた
について考えさせられることの多い内容だった。 
（原英子） 
 
2 教務委員による他大学 㻲㻰活動の視察報告 
 平成 26 年度は、教務委員がそれぞれ別の大学の FD 活
動の視察にいった。以下、それぞれの視察について報告
する。 
 
 
 
㻌  
 
㻌
2-1㻌 第 㻤 回東北大学「基礎ゼミ」㻲㻰・ワークショップへ
の参加報告㻌
 
(1) 東北大学での「基礎ゼミ」㻲㻰・ワークショップ概要 
開催日時：平成 26 年 11 月 1 日 13：00 - 17：00 
場所：東北大学川内北キャンパス（マルチメディア教育
研究棟 講義棟 C） 
 事前に配布されたワークショップの実施要項によると、
東北大学では高校までの学習からの「学びの転換」をう
ながすため、全学教育として少人数科目の「基礎ゼミ」
を開講しているという。この取り組みは「「学びの転換」
をはぐくむ研究大学方少人数教育」として、2006 年に「特
色ある大学教育支援プログラム（特色 GP）」に採択され
たという。今回のワークショップは、この「基礎ゼミ」
を充実させるために、次年度担当教員を対象に開催され
たものであった。大学での基礎教育で、高校からの学び
の転換に必要なもの、という点では短期大学の教育にも
通じるものがあると思い、教務委員会でも参加を検討し、
筆者が参加してきた。 
 
(2) ワークショッププログラム㻌
 ワークショップは以下のようにすすめられた。 
 まず、開会の挨拶（学務審議会委員長 花輪公雄氏）、
そしてオリエンテーションとし「全学教育における基礎
ゼミの意義と実施に向けて」（学務審議会基礎ゼミ委員
会委員長 芳賀満氏）が話された。次に講演として「学
生対応で留意したいこと～学生相談の現場から」（高度
教養教育・学生支援機構 学生相談・特別センター教授
義武清實）があった。このあと基礎ゼミ実践事例として 3
つの報告があった。 
 こうした講演や報告の後、3 つのグループに分かれてグ
ループ作業が行われた。作業終了後は、再びマルチメデ
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the opening hours of the RMR for the next academic year. These 
proposed sessions will be namely: 
i) Introduction to Singapore 
ii) English conversation time 
iii) Writing practice time 
The first proposed session, (i), will be about anything regarding 
Singapore, the country of birth of the RMR assistant, including 
showing video clips, giving short presentations on posters and pictures 
or simply playing music or songs from the country. The second 
proposed session, (ii), would focus mainly on the topic featured in the 
Reading Marathon Times, a short monthly newsletter written by the 
RMR assistant since 2014. This session (ii) can also have any topic that 
students want to talk about. Session (iii) would be writing practice time, 
especially if students have written assignments for the week that they 
would like advice on. Each session can last 30 minutes which takes up 
a reasonable amount of time during the opening hours of the RMR. 
The constraint would be that during these special sessions, students will 
not have administration guidance in borrowing and returning books. 
A fourth suggestion we found from the questionnaire survey 
was that students should give the RMR assistant a book review 
on the books they have borrowed, so that they can speak and 
listen to English more. This is currently being done as a 
requirement in an English course the students are attending. 
However, it is only for students who are taking that particular 
course. The difficulty of this suggestion is that this would 
create a long queue for borrowing and returning books if this 
was implemented for every student. The alternative method is 
to have book reviews as either a special session under the third 
suggestion or to include book reviews as a topic under special 
session (ii) as conversation practice. 
Yet a fifth suggestion written in the questionnaire survey is 
that grading corners be made possible. This seems to imply 
that the student hopes for all books in the RMR to be 
categorised according to the level of difficulty. 
Administratively, this will be difficult and not ideal for a 
library if there is just one method of categorization. From April 
2014, the books in the RMR were rearranged according to 
genres and publishers. Readers within the same series from the 
same publisher are already categorised according to levels of 
difficulty. We propose to work around this suggestion by 
giving more verbal advice to students on the level of difficulty 
of books to expect from different publishers and genres. 
 
6．Reflections and conclusion 
It can be seen that the questionnaire survey is an excellent 
exercise to do every year as it provides statistics on the usage 
of the RMR and the effectiveness of the services that the RMR 
can provide to students. The functions of the RMR are 
constantly proven useful and beneficial to students and there is 
evidence to show the students’ appreciation of the presence of 
the RMR. At the same time, there is always room for 
improvement and it is heartening to hear the students’ wants 
and needs out of the RMR. 
We devised a number of improvement plans out of the 
questionnaire survey, and will work toward the implementation 
of these improvement plans to encourage an even higher rate 
of student participation and increase the usefulness of the 
RMR. 
In conclusion, we are pleased to see that the RMR is a 
critical part of the College for its English education and 
specifically, academic support for its English courses, and that 
there are viable goals that we can work toward creating an 
even better RMR. 
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ィア教育研究棟にもどり、各グループで話し合われた。 
 
(3) 「基礎ゼミ」とは 
東北大学の全学教育としての少人数科目「基礎ゼミ」教
育のワークショップを通じて、盛岡短期大学部とは大学
の規模等の違いは大きいものの、参考になる考え方が見
られた。それは高等学校までの受動的な学習から、能動
的学習への転換をおこなうための取り組みであり、これ
は、同様に高等学校から短期大学部へ入学したばかりの
学生にも応用ができる視点だと思った。大学教育への導
入として、いわば大学生としてのイニシエーションとし
て「基礎ゼミ」という科目が設けられているのである。 
東北大学のように規模が大きい大学だと、「基礎ゼミ」
は、少人数ゼミ、つまり教員と学生、それに学生同士で
フェイス・トゥ・フェイスのコミュニケーションが可能
な人数でおこなうゼミという魅力をもっているという。
この点は、盛岡短期大学部のように規模が小さなところ
と少し事情が異なるようである。 
「基礎ゼミ」には、いくつかの形態があるのだという。
配布資料や報告等によると、体験学習や実験をともなう
もの、野外での調査や観察をおこなうものなどが用意さ
れているようである。ゼミをおこなう場所も研究室でお
こなうもの、フィールドワークをともなうものがある。
全部で 171 ものクラスが用意されており、入学した学部
にこだわらず興味あるクラスを選択できるのだという。
（「第 8 回東北大学基礎ゼミ FD・ワークショップ実施要
綱」、当日配布資料 2「「基礎ゼミ」実施に当たっての留
意事項」より）。 
 
(4) 「基礎ゼミ」実践実例報告とワークショップへの参加 
 「基礎ゼミ」実践実例報告の報告が 3 件おこなわれた
あと、名簿によると 42 名の参加者が 3 つのグループにわ
かれてのワークショップをおこなった。テーマは「学生
の主体性をはぐくむ授業方法」であった。 
 
(5) 短期大学部での応用 
 今回の「基礎ゼミ」FD・ワークショップでは、受動的
学習から能動的学習への転換をおこなう授業というテー
マがあった。学生の主体性をはぐくむための授業の取り
組みについての報告があり、それについてワークショッ
プで討論をおこなった。 
 短期大学での教育にも同様の問題があると思う。この
点、応用できる点が少なくないと思う。ただ少人数クラ
スの場合は、応用できるのであるが、多人数クラスの授
業も多くある。そうした場合、どのように受動的学習か
ら能動的学習となりえるのか、難しいと思った。                  
（原英子） 
 
2-2 「思考し表現する学生を育てる 㼂㻵㻌
――コピペではなく自分の頭で考えさせるためのライテ
ィング指導――」㻌
ワークショップ参加報告㻌
 
(1) セミナー概要 
開催日時：平成 26 年 12 月 20 日 13：30 - 17：00 
場所：京都大学 
主催：関西地区 FD 連絡協議会 
共催：京都大学高等教育研究開発推進センター 
  関西地区 FD 連絡協議会は 2008 年度より「思考し表現
する学生を育てる」をテーマにシンポジウム、ワークシ
ョップを開催しており、本セミナーはその企画の最終回
にあたる。今回のセミナーおよびワークショップ内容は
〈学生に書くこと通じて主体形成を促すパーソナル・ラ
イティング〉と〈バカロレア試験流の「思考の型」教え
るアカデミック・ライティング〉の二本立てで行われた。
本短期大学部でも授業や、編入指導等でライティング指
導は必須であり役立てていただきたく、今回の参加によ
るセミナー概要を報告する。 
 
(2) ワークショッププログラム㻌
 ワークショップは、ライティングの実践において成果
の実績のある二人の講師を呼んで、「パーソナル・ライ
ティング」と「アカデミック・ライティング」の二つの
異なるアプローチ方法による二部構成のプログラムとな
っていた。はじめに帝塚山大学全学教育開発センター谷
美奈先生を迎えて「大学におけるパーソナル・ライティ
ング導入の意義―『文章表現者としての主体形成』をい
かに促すか―」を、次に京都薬科大学一般教養分野講師
の坂本尚志先生を迎えて「『思考の型』をいかに学ばせ
るか―哲学的ライティング指導―」についての講演が、
それぞれ簡単なワークと組み合わせて行われた。 
 
(3) 谷式「パーソナル・ライティング」 
 「パーソナル・ライティング」の手法は、まだ日本の
大学ではめずらしい実践教育だと言う。谷先生のパーソ
ナル・ライティングとは、「内面の掘り下げ」、「とら
返し」による自己を基点にした自らの内面の言語化と、
言語化された体験を表現するための粘り強い「推敲」の
二つの行為に重点を置いている。文章を書く際、そのテ
ーマに合う経験はおのおのが必ず持っている。しかしそ
の経験を他者に伝えるため言葉にしていくことは難しい。
学生によっては「書くネタ」である経験を持っているこ
とにすら気づいていないこともある。自らの内面にある
感情や思い、記憶や経験の言語化を図っていくという、
内発的な学びは重要であり、推敲を重ねていく事で「書
く＝考える」という作業は研ぎすまされていくというの
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がこの手法の仕組みである。 
ワークショップでは、「言葉」をテーマに「経験を書き
出す」→「そこから経験をひとつ選ぶ」→「選んだ経験
に関係する事柄について、ひたすらペンを止めずに書き
続けること」を実践した。非常に短時間のワークではあ
ったがその過程において報告者は、自身の経験の裏にあ
る気づかなかった感情を認めるに至った。次に続く「推
敲」作業は時間の関係でワークショップでは行わなかっ
たが、この「パーソナル・ライティング」手法は、自分
だけの経験を自分らしい言葉で書くことが可能になるこ
とで、自ずとコピペを避けられるというのが狙いである。 
 
(4)㻌 「思考の型」を身につける事㻌
 フランスでは、高校の最終学年の一年間、人文系で週
７時間、理科系で週３時間、社会科学系で週４時間哲学
教育が行われているという。坂本先生のライティング指
導は、このバカロレア哲学試験で用いられるディセルタ
シオン（小論文）作成法をベースとしたライティングで、
「哲学する」ことを教えるのではなく、哲学を題材に議
論の形式、組み立てを学び、社会生活において広く役立
つ「思考の型」を身につける事を目的としている。また、
哲学的テクストは、複雑な論理的思考の範例であること
から、自分の考えを論理的に伝えるための参考にもなる。
「型」をしっかりと身につけていれば内容が何であれ対
応できる、内容に集中でき誰かのコピペではなく、最終
的にはパーソナルなことを述べられるようになるという
わけである。 
 
(5) 短期大学部での応用 
本短期大学部の学生にとって、カリキュラムの関係上、
現時点では「書く」ことを学ぶ授業は少なく、独立した
ライティング科目はない。したがって、まずは文章の型
を学ばせることが優先されている。しかし、それだけで
はコピペを避けられないのが現状である。文章の型がな
ぜこのような構成をしているのか、その理解に至っては
おらず、思考する方法として認識できていない、身に付
いていないということであろう。 
学生は就職活動や編入試験準備で動機や自己アピール
を書く際に自己分析としてそれまでの自分の経験を振り
返るが、言葉に出来ない、あるいは経験を活用すること
が出来ない、ということが多い。そこにパーソナル・ラ
イティングの手法である「自己を見つめ直し、正しい表
現にたどり着くために推敲を繰り返す」という行為をあ
らかじめ身につけておくことが出来たならばどうだろう。
自分の言葉で、文章表現する能力を磨くことは、「書く」
ことのみならず、キャリア教育の求めるコミュニケーシ
ョンスキルの向上にもつながると考える。    
（佐藤恭子） 
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〈学生に書くこと通じて主体形成を促すパーソナル・ラ
イティング〉と〈バカロレア試験流の「思考の型」教え
るアカデミック・ライティング〉の二本立てで行われた。
本短期大学部でも授業や、編入指導等でライティング指
導は必須であり役立てていただきたく、今回の参加によ
るセミナー概要を報告する。 
 
(2) ワークショッププログラム㻌
 ワークショップは、ライティングの実践において成果
の実績のある二人の講師を呼んで、「パーソナル・ライ
ティング」と「アカデミック・ライティング」の二つの
異なるアプローチ方法による二部構成のプログラムとな
っていた。はじめに帝塚山大学全学教育開発センター谷
美奈先生を迎えて「大学におけるパーソナル・ライティ
ング導入の意義―『文章表現者としての主体形成』をい
かに促すか―」を、次に京都薬科大学一般教養分野講師
の坂本尚志先生を迎えて「『思考の型』をいかに学ばせ
るか―哲学的ライティング指導―」についての講演が、
それぞれ簡単なワークと組み合わせて行われた。 
 
(3) 谷式「パーソナル・ライティング」 
 「パーソナル・ライティング」の手法は、まだ日本の
大学ではめずらしい実践教育だと言う。谷先生のパーソ
ナル・ライティングとは、「内面の掘り下げ」、「とら
返し」による自己を基点にした自らの内面の言語化と、
言語化された体験を表現するための粘り強い「推敲」の
二つの行為に重点を置いている。文章を書く際、そのテ
ーマに合う経験はおのおのが必ず持っている。しかしそ
の経験を他者に伝えるため言葉にしていくことは難しい。
学生によっては「書くネタ」である経験を持っているこ
とにすら気づいていないこともある。自らの内面にある
感情や思い、記憶や経験の言語化を図っていくという、
内発的な学びは重要であり、推敲を重ねていく事で「書
く＝考える」という作業は研ぎすまされていくというの
